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｜
｜
行
政
契
約
の
活
用
に
留
意
し
た
分
析

五四三二一

は
じ
め
に
（
本
号
）

水
道
事
業
の
・
士
体
と
し
て
の
市
町
村
の
責
任

民
間
活
用
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
限
界

私
的
、
正
体
の
監
紅
白
｜
｜
行
政
契
約
の
活
用

お
わ
り
に
｜
｜
残
さ
れ
た
課
題

（

l
）
 

は

じ

め

に

一
本
稿
の
目
的

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
の
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
法
的
な
統
制

（

2）
 

に
つ
い
て
、
各
州
州
法
に
よ
る
多
様
な
制
約
と
そ
の
限
界
及
、
ひ
そ
れ
を

補
完
す
る
行
政
契
約
に
留
意
し
つ
つ
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

水
道
事
業
に
お
け
る
民
問
委
託
の
制
度
設
計
に
つ

い
て
、
ド
イ
ツ
に
お

い
て
は
、
私
人
の
選
定
、
選
定
後
に
締
結
さ
れ
る
行
政
契
約
の
内
容
規

制
、
委
託
実
施
後
の
行
政
に
よ
る
監
督
な
ど
に
つ
い
て
多
様
な
規
律
が

道
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
財
政
上
・
技
術
上
困
難
に
な
り
か
ね

（7
）（
8
）
 

な
い
こ
と
か
ら
、
以
下
の
具
体
的
な
公
又
は
私
へ
の
委
託

（さ
ら
に
は

委
譲
）
の
仕
組
み
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

川
検
針
業
務
や

（

9
）
 

集
金
の
委
託

（私
法
上
の
業
務
委
託
）、
山
給
水
装
置
の
工
事
の
指
定

（
水
道
法
一
六
条
の
二
）、

川
水
質
検
査
の
委
託
（
水
道
法
二
O
条
二
一
項
二

文）、

川
水
道
の
管
理
に
関
す
る
技
術
上
の
業
務
の
包
括
的
な
委
託

（水

（

ω） 

進
法
二
四
条
の
三
）
、
削
指
定
管
理
者
制
度
を
用
い
た
委
託

（地
方
自
治

法
（
以
下
、
「
自
治
法
」
と
い
う
）
二
四
四
条
の
二
第
三
項
。
な
お
、
水
道
事

業
全
体
に
対
し
て
指
定
管
理
者
制
度
を
用
い
る
場
合
は
、
当
該
指
定
管
理
者

（日
）

が
水
道
事
業
者
に
な
る
。
そ
し
て
、
水
道
法
人
条

一
項
四
号
に
よ
っ
て
同

一

給
水
区
域
に
水
道
事
業
者
が
重
複
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
市

町
村
は
水
道
事
業
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
委
託
で

（ロ
）

は
な
く
、
水
道
事
業
の
委
譲
と
で
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
）、
州
事
務
の
代

替
執
問
、
間
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促

進
に
関
す
る
法
律

（以
F
、「
P
F
I法
」
と
い
う
）
に
よ
る
水
道
事
業

（は
）

に
関
す
る
P
F
I事
業
、
附
P
F
I法
一
六
条
に
よ
る
公
共
施
設
等
運

営
権
の
設
定
（
い
わ
ゆ
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
）
、
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
な
委
託

（さ
ら
に
は
委
譲
）
が
実
際
、
市
町
村
の
財
政
難
、

技
術
不
足
、
人
手
不
足
な
ど
の
理
由
か
ら
、
活
用
を
検
討
さ
れ
て
い

（日）る。
と
こ
ろ
で
、

市
町
村
が
上
記
の
仕
組
み
に
依
拠
し
て
私
的
主
体
に
水
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鈴

息
不

弘

木

な
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
で
わ
が
国
に
お
け
る
制
度

設
計
論
に
対
し
て
も、

多
く
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
と
恩
わ
れ
る
。
な

お
、
民
問
委
託
の
可
否
と
い
う
憲
法
二
五
条
の
論
点
に
関
し
て
は
立
ち

（

3）
 

入
ら
な
い
。

以
下
、

ま
ず
、
簡
単
に
わ
が
国
の
状
況
を
確
認
し
、
次
い
で
、
先
行

業
績
と
の
関
係
で
本
稿
の
分
析
手
法
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
に

本
稿
の
成
果
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

日
本
に
お
い
て
、
飲
料
用
水
を
市
民
な
ど
に
供
給
す
る
水
道
事
業

（

4）
 

（
水
道
法
三
条

一
項
・
二
項
。
い
わ
ゆ
る
末
端
給
水
事
業
）
に
つ

い
て
は、

市
町
村
営
の
原
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
水
道
法
六
条
二
項）
0

ま
た
、

現
実
に
も
水
道
事
業
の
多
く
は
、
市
町
村
営
で
あ
い
心
。
た
だ
し
、
水
道

事
業
の
う
ち
、
給
水
人
口
規
模
が
三
万
人
以
下
の
小
規
模
な
事
業
体
が

（

6）
 

約
半
数

（
四
九

－
一二
%
）
で
あ
り
、
と
り
わ
け
そ
れ
ら
事
業
体
で
は
水

道
事
業
を
委
託
す
る
場
合
、
市
町
村
は
当
該
私
的
主
体
を
ど
の
よ
う
に

選
定
す
る
の
か
、
ま
た
と
く
に
市
町
村
は
指
揮
監
督
を
す
る
た
め
に
、

当
該
私
的
主
体
に
対
し
て
如
何
な
る
権
限
を
有
す
る
必
要
が
あ
ろ
う

か
。
山
私
法
上
の
業
務
委
託
の
場
合
、
各
自
治
体
の

「規
程
」

で
委
託

の
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
契
約
に
よ
っ
て
市
町
村
の
監
督

（時）

手
段
が
定
め
ら
れ
る
。
山
給
水
装
置
の
工
事
の
指
定
に
つ
き
水
道
法
二

五
条
の
三
以
下
に
指
定
の
基
準
と
監
督
手
段
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同

水
質
検
査
の
委
託
に
つ
き
水
道
法
二

O
条
の
二
以
下
に
登
録

・
監
督
手

段
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
包
括
業
務
委
託
（
水
道
法
二
四
条
の
三
）

に
つ
き
水
道
法
二
四
条
の
三

・
三
六
条
二
項

・
三
九
条
に
選
定
基
準
と

監
督
手
段
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
削
指
定
管
理
者
制
度
（
自
治
法
二
四

四
条
の
二
第
三
項
）
に
つ
き
、
そ
の
都
度
定
め
ら
れ
る
条
例
に
指
定
の

手
続
が
、

自
治
法
二
四
四
条
の
二
第
七
項
以
下
に
指
定
、
指
揮
監
督

権
、
取
消
権
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
損
害
賠
償
請
求
権
な
ど
に

（げ
）

つ
い
て
協
定
に
よ
っ

て
定
め
る
。
山間
P
F
I
事
業
（
P
F
I法
二
条
一

項
一

号
）
に
つ
き
P
F
I
法
五
条
以
下
に
選
定
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
市
町
村
は
、
契
約
で
、
監
督
措
置
（
施
設
の
監
視
、
報
告
徴
収
）

（凶
）

や
事
業
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
必
要
な
措
置
を
定
め
る
。
例
コ

ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
方
式
（
P
F
I法
一
六
条
）

に
つ
き
、

P
F
I
法

一
七

条
以
下
と
二
八
条
以
下
に
選
定
に
関
す
る
事
項
と
監
督
手
段
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
公
共
施
設
等
運
営
権
実
施
契
約
の
中
で
「
公
共
施
設

（第
mm巻

第
三
号
）
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等
運
営
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る

事
項
」
を
定
め
る
（
P
F
I
法
三
二
条
一
項
柱
書

・
三
号
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
水
道
事
業
の
委
託
及
び
委
譲
に
当
た
っ
て
は
法
律

・
条
例
・

行
政
契
約
を
複
合
的
に
用
い
て
規
制
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

複
合
的
な
規
制
に
過
不
足
が
な
い
か
、

特
に
行
政
契
約
中
に
ど
の
よ
う

な
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

私
的
主
体
の
活
用
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
P
F
I法
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

を
除
く
各
種
委
託
の
仕
組
み
ゃ
私
法
上
の
業
務
委
託
に
関
す
る
行
政
契

約
の
具
体
例
を
、

（特
に
私
法
上
の
業
務
委
託
に
関
す
る
行
政
契
約
に
つ
い

（問
）

て
の
実
例
を
交
え
つ
つ
）
仔
細
に
分
析
す
る
も
の
が
若
干
存
在
す
る
。

他
方
で
、
行
政
契
約
の
内
容
に
つ
き
何
が
必
要
か
と
い
う
行
政
契
約
の

内
容
統
制
の
問
題
に
対
す
る
理
論
的
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な

（初）ぃ
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
た
め
の
手

が
か
り
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
水
道
法
制
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

二
本
稿
の
分
析
手
法
の
意
義

付

水
道
法
制
の
日
独
比
較

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
の
水
道
法
制
を
検
討
素
材
と
す
る
。
そ
の
理
由

は
、
以
下
の
三
点
に
あ
る
。

第

一
に
、
ド
イ
ツ
の
水
道
事
業

（
公
の
水
道
事
業
）
で
は
、
日
本
と

点
で
あ
る
。

以
上
の
三
点
か
ら
す
る
と
、
ド
イ
ツ
の
水
道
法
制
を
比
較
素
材
と
す

る
こ
と
は
、
水
道
事
業
に
お
い
て
も
私
的
主
体
へ
の
委
託
や
譲
渡
が
ま

（却
）

す
ま
す
活
発
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
日
本
に
と
っ
て
、
多
く
の
示
唆
を

与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

口

先
行
業
績
と
の
関
係

さ
て
、
ド
イ
ツ
の
水
道
事
業
に
お
け
る
委
託
に
関
す
る
議
論
に
つ
い

て
は
、
先
行
業
績
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
水
道
の

「私
化
」

と
い

う
文
脈
で

（「保
証
行
政
法
」
や

「
責
任
」
概
念
と
絡
め
つ
つ
）
議
論
が
行

（初
）

わ
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、

川
水
道
の
「
私
化
」

の
基
本

法
上
の
限
界
論
、
山
責
任
分
配
を
用
い
つ

つ
実
務
の
状
況
に
即
し
た

「
私
化
」
の
類
型
化
、

ω
「
私
化
」
後
に
お
い
て
、
基
本
法
や
各
種
法

律
に
よ
っ
て
市
町
村
に
付
与
さ
れ
る
各
種
「
責
任
」
を
実
現
す
る
た
め

の
、
市
町
村
が
有
す
べ
き
私
的
主
体
に
対
す
る
監
督
手
法
、
と
い
う
議

論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
委
託
を
法
的
に
ど
の
よ
う
に
規
制
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
検

討
す
る
た
め
、
こ
の
中
で
も
特
に
附
の
論
点
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
を

（訂
）

行
う
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
論
点
は
、

川
の
よ
う
な

「大
き
な
議
論
」
と
比
較
す
る
と
、
や
や

「技
術
的
」
で

「煩
績
な
議

論
」
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
否
め
な
い
が
、

筆
者
は
、
制
度
設
計
論
が

現
実
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
議
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四

（第
mm
巻

第
三
号
）

四

（幻
）

同
様
、

歴
史
的
に
市
町
村
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
つ
つ
も
、
私
的
主
体
へ

（辺）

の
委
託
（
さ
ら
に
は
譲
渡
）
も
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
二
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
以
下
で
見
る
よ
う
に
、
水
道
の
運
営
、
私

的
主
体
へ

の
委
託
な
ど
に
つ

い
て
基
本
法

・
連
邦
法

（水
管
理
法
、
競

争
制
限
禁
止
法
第
四
章）

・
州

（
ラ
ン
ト

E
E）
の
法
律

（「市
町
村
法

（の
2
5
E
g三
E
D悶）」
、
州
水
法
等
）
に
よ
り
統
制
が

一
定
程
度
な
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、

民
間
委
託
の
要
は
あ
く
ま
で
行
政
契
約
で
あ
り
、

日
本
法
に
お
け
る
行
政
契
約
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
点
で
あ

る
。
ま
た
、

そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
行
政
契
約

（
委
託
契
約
）
は
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
契
約
の
事
例
と
し
て
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
き
た

（お
）

（

M
）

枠
契
約
や
規
範
代
替
型
契
約
と
は
異
な
り
、
日
本
の
水
道
事
業
で
用
い

（お
）

ら
れ
て
い
る
行
政
契
約
と
比
較
的
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
契
約
は

（お）

こ
れ
ま
で
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
契
約
と
そ
の

統
制
の
実
例
を
紹
介
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
第
三
に
、
ド
イ
ツ
の
水
道
事
業
で
は
、
実
際
に
「
私
化
信
号
さ
丘
中

（幻
）

「
己
甥
こ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

「私
化
」
の
失
敗
を
受
け
て
再
公

営
化
を
経
験
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
た
上
で
、
私
的
主

体
と
の
契
約
を
ど
の
よ
う
に
法
的
に
統
制
す
る
か
、
す
な
わ
ち
私
人
を

ど
の
よ
う
に
監
督
す
る
か
、
私
人
が
失
敗
し
た
場
合
に
任
務
や
人
材
の

取
戻
し
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、
と
い

っ
た
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る

論
を
地
道
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
で
は
次
の
順
序
で
考
察
を
進
め
る
。
ま
ず
、
ド
イ
ツ
の
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
法
的
視
点
か
ら
は
全
く
と
い

っ
て
よ
い
ほ
ど
紹
介
さ

（沼
）

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
予
め
ド
イ
ツ
の
現
行
法
制
度
の
概
略
を
、
本

稿
の
分
析
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
限
り
で
、
紹
介
す
る

（第
二
章）
。
次
い
で
、
ド
イ
ツ
の
水
道
事
業
に
お
け
る
私
的
主
体
へ
の

委
託
の
法
的
統
制
に
つ
い
て
、
州
法
に
よ
る
規
律
の
多
様
性
に
留
意
し

て
、
水
道
事
業
の
主
体
と
し
て
の
市
町
村
の
義
務
と
い
う
観
点
か
ら
整

理
し
つ
つ
、
連
邦
法
・
州
法
に
よ
る
規
律
は
委
託
の
統
制
に
対
し
て
は

不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

（第
二一章）。

そ
し
て
、
市
町

村
が
私
的
主
体
に
水
道
事
業
（
の

一
部
又
は
全
部
）
を
委
託
す
る
場
合

に
、
市
町
村
は
私
的
主
体
に
対
す
る
監
督
手
段
を
法
律
上
、
行
政
契
約

上
有
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
有
す
べ
き
か
、
を
分
析
す
る

（第
四

章
）。
最
後
に
、
本
稿
の
成
果
を
纏
め
、
水
道
事
業
の
委
託
の
法
的
統

制
の
あ
り
方
、
個
別
行
政
契
約
の
内
容
統
制
の
あ
り
方
と
い

っ
た
喫
緊

の
問
題
に
対
す
る
一

定
の
示
唆
を
示
し
つ
つ
、

今
後
の
検
討
課
題
を
明

ら
か
に
す
る

（お
わ
り
に
）0

臼

ド
イ
ツ
の
水
道
事
業
と
他
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
差
違

最
後
に
、
ド
イ
ツ
の
水
道
事
業
に
お
け
る
私
的
主
体
の
活
動
に
関
し

て
、
他
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
と
の
違
い
に
つ
い
て
以
下
の
三
点
に
つ
き
若

干
言
及
を
す
る
。

（第
mm巻

第
三
号）

五
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ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制

（
二
五

第
一
に
、
第
三
章
で
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て

公
の
水
道
事
業
に
お
け
る
私
的
主
体
の
活
動
は
、
一
つ
の
供
給
網
上
で

（お）

私
的
主
体
が
市
場
競
争
を
行
う

（巧

a
Z
5『『
5
玄同『宮
）
と
い
う
形

で
は
な
く
、
委
託
、
す
な
わ
ち
市
場
を
め
ぐ
る
競
争
（
巧
皇
宮
耳
巾
号

（

M）
 

＝5
7白血「宮
）
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
の
が
通
常
の
よ
う
で
あ
る

（こ
れ

は
、
日
本
と
同
様
で
あ
る
）0

こ
れ
は
、
市
場
競
争
を
妨
げ
る
以
下
の
よ

う
な
技
術
上
の
問
題
に
起
因
す
る
。
す
な
わ
ち
、
供
給
網
を
利
用
す
る

イ
ン
フ
ラ
事
業
（

Z
S
E
E号
吾
E
こ
で
は
、
電
気
事
業
な
ど
の
よ
う

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
生
と
伝
達
が
分
割
さ
れ
、
発
生
部
分
で
市
場
競
争

が
行
わ
れ
得
る

（
い
わ
ゆ
る
自
由
化
）
。
そ
し
て
理
論
上
は
、
同
様
の
こ

と
が
公
の
水
道
事
業
で
も
考
え
得
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
委
託
が
主

と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
自
由
化
の
最
大
の
障
害

は
、
様
ム
吋
な
企
業
が
一
つ
の
導
管
で
供
給
し
よ
う
と
す
る
と
、
各
企
業

の
供
給
す
る
水
が
混
合
し
、
そ
の
結
果
、
各
企
業
が
供
給
す
る
水
の
口問

（お
）

質
が
悪
化
す
る
と
い
う
技
術
上
の
問
題
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
右
の

理
由
か
ら
、
公
の
水
道
事
業
に
お
い
て
市
場
を
創
造
し
規
制
す
る
こ
と

は
問
題
と
な
ら
ず
、
委
託
に
当
た
り
私
的
主
体
を
ど
の
よ
う
に
選
定
し

監
督
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

第
二
に
、
第
三
章
で
確
認
す
る
よ
う
に
、
公
の
水
道
事
業
に
お
け
る

委
託
に
対
す
る
規
制
で
は
、
郵
便
法

（ぎ
巳
の
）、
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
法

Q
E
U）、
鉄
道
一
般
法
声
明
。
）、

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
法

（第
mm巻

第
三
号
）

ー
ム
ノ、

（向山口巧の）など固有の事業法が存在する他の供給網を用いる事業とは異なり、固有の事業法が存在しない。事業法が存在しないため、連邦法や各州州法の中の細かな規定、公法・私法の一般的な規律及び理論が重要となる。第三に、第二点目との関係で、水道事業の委託は、近時、ドイツの一部学説において、「私化対応法（ま〈色町一qE岡田同CF（お）悶巾RRZ）」や、「規整法（伊宮ロ巾『ロロ閥均RZ）」といった構想の中で語られることがある。しかし、以下のような理由から、水道事業をこの領域に単純に含めることは適切ではない。まず、haz－－25mm3nzzの邦訳として、「規制法」と（幻）いう語が選択される場合がある。「私化」後に市場が成立し、その市場の失敗に対応するためにあらゆる方法で国家が介入するという場面でhaz－－REロ事『2zzが語られる場合に
（お）
は、「規制法」という用語でも問題がないであろう。しかし

ゐ品ZE25閥均22ぺが語られる場面はそれに留まらず、国
（鈎）
家の失敗に対応して市場を創造する場面でも語られる。この

二つの場面を包含する概念として初巾宮－－RE何回お岳べが語
られる場合には、市場の創造・整序という意味で「規整法」

と訳す方が良いと考えられる。このように考えると、公の水

道事業のように市場の創造が問題とならず、私的主体への委

託の統制及び受託者に対する統制を問題とする市場をめぐる

経済条項 委譲

ナIi 水の道性事質業 （適＝用訓除外 狭義の経済条項
遂（行委委託譲） 非経済 義務委譲

的企業 適用除外 類型

H B市 随意 一一一一一一一一 一一－－一一ー
H H市 随意 一一一一一一一一ー一 --------N I州 随意 × 。 真正 ------s L州 随意 × × 真正 ------s H州 随意 × × 不真正 －－－一一一－戸
B Y州 確保義務 × 。 真正 × 。
B E市 確保義務 一一一一一一一－

× 。
N W州 確保義務 × 。不真正 × 。
BW州 供給義務 。 ／／  真正 × 。
B B州 供給義務 × × 不真正 × 明文なし

H E州 供給義務 。｜／／ 真正 0付（き条）件 。
M V州 供給義務 × × 真正 × 。
R Pナ｛ 供給義務 × 。 真正 × 。
s N州 供給義務 。 ／／  不真正 × 。
s T州 供給義務 × 。不真正 × 。
T H州 供給義務 × 。 真正 × 。

競
争
の
領
域
の
統
制
を
、
「規
整
法
」
に
包
摂
す
る
こ

（紛
）

と
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
ま
た
ゐ
巾
mH－－一
巾
『
ロ
ロ
汽
に
つ
い

（引
）

て

「対
象
を
緩
や
か
に
方
向
付
け
る
感
覚
を
伴
う
」
と

述
べ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
3
H
N
巾ぬ
ロロ
巾『
己ロ
汽
の
内

容
に
は
事
業
者
に
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
義
務
づ（必）

け
る
と
い
っ
た
強
力
な
統
制
手
段
ま
で
も
が
含
ま
れ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
違
和
感
を
覚
え
る
。

三
本
稿
の
成
果

本
稿
の
本
論

（
第
二
章
か
ら
第
四
章
）
は
、
ド
イ
ツ

の
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託

（特
に
行
政
契
約
）

の
統
制
に
つ
い
て
、
州
法
に
よ
る
規
律
の
多
様
性
に
留

意
し
た
分
析
を
行
う
。
そ
こ
で
得
ら
れ
る
成
果
を
、
予

め
、
表
及
び
要
旨

（司
話回

g）
と
し
て
示
す
と

〔表
｜

（必）

1
〕
の
と
お
り
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
現
行
法
制
度
は
様
々
な
規
律
を
施
し
て
い

る
（
〔表
l
l
〕）。

そ
れ
ら
を
概
観
す
る
と
、
「私
化
」

を
促
進
す
る
よ
う
な
規
律
は
、
「
市
町
村
法
」
の

「経

済
条
項
」

（と
り
わ
け
狭
義
の
経
済
条
項
）
の
み
で
あ
る
。
一

定
の
「
私

化
」
禁
止
効
を
有
す
る
の
は
州
水
法
上
の

「供
給
義
務
」
及、び

「
確
保

義
務
」
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
の
規
律
は

「私
化
」
の
手
段
を
提
供
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

研
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ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制

（
一）

六

〔表一 1〕

公
の
水
道
事
業
を
義
務
的
自
治
事
務
と
解
し
て
い
る
州
の
う
ち
、
ヘ

ッ
セ
ン
州
の
み
が
、
私
的
主
体
へ
公
の
水
道
事
業
を

（一

時
的
に
）
委

譲
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
。
そ
の
条
件
は、

私
的
第
三
者
が
秩
序
適
合

的
な
水
道
事
業
を
質

・
量

・
価
格
壮
一
寸
に
関
し
て
顧
客
に
と

っ
て
相
応
な

（第
mm巻

第
三
号
）
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ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
問
委
託
の
統
制

（一

）
七

条
件
で
永
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
、
か
つ
委
譲
が
公
共
の
福
祉
に
反
し

な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
公
の
水
道
事
業
を
私
的
主
体
へ
委
譲
す
る

に
当
た

っ
て
は
、
市
町
村
へ
の
取
戻
的
委
譲
権
も
条
件
と
な

っ
て
い

（
付
）
る
。こ

れ
に
対
し
て
委
託
に
つ
い
て
は
、
委
託
す
る
こ
と
は
可
能
と
し
つ

つ
も
、
委
託
に
当
た
っ
て
の
条
件
等
に
つ
い
て
は
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
H
プ

フ
ア
ル
ツ
州
を
除
い
て
特
段
の
定
め
が
な
い
。
そ
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
H

プ
フ
ア
ル
ツ
州
も
、

「委
譲
が
秩
序
適
合
的
な
水
道
事
業
を
保
証
し
、

及
び
公
共
の
福
祉
の
理
由
に
矛
盾
し
な
い
場
合
か
っ
そ
の
限
り
」
と
い

う
条
件
の
も
と
、
若
干
の
細
か
な
規
定
を
置
く
に
留
ま
る
。
ま
た
、
い

わ
ゆ
る
公
共
調
達
法
は
、
水
道
事
業
の
委
託
に
お
け
る
私
人
の
選
定
に

つ
き
（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
除
い
て
）
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
適
用

さ
れ
る
た
め
に
は
限
界
額

（ω
各
毛
色
2
4司巾ユ
）
を
超
え
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
落
札
の
基
準
は
、
関
心
を
抱
い
て
い
る
全
企
業
に
公
開
さ
れ
て

い
る
客
観
的
な
基
準
に
従
い
、
最
も
経
済
的
な
申
込
み
を
し
た
者
が
落

札
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
水
道
事
業
に
特

化
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

そ
し
て
本
稿
と
の
関
係
で
一
番
興
味
深
い
の
は
、
水
管
理
法
、
州
水

法
上
で
は
、
私
的
主
体
に
公
の
水
道
事
業
を
委
託
し
た
後
に
お
け
る
、

市
町
村
に
よ
る
私
的
主
体
の
監
督
手
段
が
大
幅
に
欠
落
し
て
い
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
市
町
村
は
、
水
道
事
業
に
関
す
る
義
務
を
課
さ
れ
て
い

（4
）

な
お
水
道
と
は
、
取
水
施
設
、
取
水
施
設
か
ら
浄
水
場
ま
で
の
導

水
管
、
浄
水
場
、
浄
水
場
か
ら
配
水
場
ま
で
の
送
水
管
、
配
水
場
、
及

び
給
水
管
と
い

っ
た
取
水
か
ら
配
水
ま
で
の

一
連
の
施
設
を
指
す
。
参

照
、
水
道
法
制
研
究
会
「
新
訂
水
道
法
逐
条
解
説
」
（
日
本
水
道
協
会
、

二
O
O
三
年
）

八
四
一
員
。

（5
）
総
務
省
自
治
財
政
局
編

『平
成
二
六
年
度
地
方
公
営
企
業
年
鑑
』

（二
O
一
六
年
）

八
七
頁
に
よ
れ
ば
、
末
端
給
水
事
業
は

一、二
七
六
事

業
で
、
そ
の
う
ち
一
、
二
O
問
事
業
が
市
町
村
営
で
あ
る
。
参
照
、
総
務

省
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
（
政
策
V
地
方
行
財
政
〉
地
方
公
営
企
業
等
〉
公
営

企
業
の
決
算）
。

（6
）

総
務
省
自
治
財
政
局

・
前
掲
注

（5
）
八
七
頁
。
な
お
、
給
水
人

口
規
模
が
五
万
人
以
下
の
事
業
体
を
小
規
模
水
道
事
業
体
と
呼
称
す
る

例
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
六
四
・
六
%
と
な
る
。
三
万
人
を
基

準
と
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
参
照
、
総
務
省
自
治
財
政
局

・
前
掲
注

（5
）
八
七
頁
、
菊
池
明
敏

「水
道
事
業
に
お
け
る
広
域
化
及
び
事
業
統

合
に
つ
い
て
」
公
営
企
業
四

一
巻
六
号
（
二
O
O
九
年
）

一
O
頁
。

五
万
人
を
基
準
と
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
参
照
、
中
小
規
模
上
下
水

道
研
究
会
編

『講
座
中
小
規
模
上
下
水
道
経
営
入
門
」
（地
方
財
務
協

会
、
二
O
O五
年
）

は
じ
め
に
、
田
巻
潤
子
「
水
道
事
業
包
括
委
託
の

導
入
と
可
能
性
｜
｜
小
規
模
水
道
事
業
体
を
中
心
に
」
公
営
企
業
四
五

巻
一
一
号
（
二
O
一
四
年
）

二
頁
。

（7
）
た
と
え
ば
、
水
道
法
二
四
条
の
三
に
よ
る
業
務
委
託
は
、
小
規
模

事
業
体
の
技
術
不
足
の
可
能
性
を
念
頭
に
、
他
の
よ
り
技
術
力
の
あ
る

事
業
体
や
民
間
事
業
者
へ
の
業
務
委
託
を
予
定
し
て
い
る
。
参
照
、
衆

議
院
厚
生
労
働
委
員
会
「
第
一
五

一
回
国
会
厚
生
労
働
委
員
会
第
二
四

号
」
〔
坂
口
国
務
大
臣
発
言
〕
（
二
O
O
一
年）
。

（8
）
水
道
事
業
の
課
題
に
つ
き
参
照
、
正
木
宏
長

「水
道
事
業
の
民
間
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制

（一）

八

（第
mm巻

第
三
号
）

J¥ 

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
私
的
主
体
に
委
託
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
、
仮
に
市
町
村
に
監
督
手
段
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
す
る
と
、

市
町
村
は
自
身
の
義
務
を
十
全
に
履
行
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
種
々

の
問
題
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
欠
鉄
を
埋
め
る
の
が
、
行
政
契
約
の
中
で
定
め
ら
れ
る
市
町
村

の
監
督
手
段
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

第

一
に
、
受
託
者
に
対
す
る

「十
分
な
影
響
力
の
行
使
」
で
あ
る
。
第

二
に
、
受
託
者
の
債
務
不
履
行
に
対
応
す
る
た
め
の

「
任
務
」
「施
設

・
設
備
」
「
人
員
」
の
取
戻
し
で
あ
る
。
第
三
に
水
道
料
金
の
規
制
で

あ
る
。

（l
）

本
稿
は
、
平
成
二
七
年

一
月
に
同
志
社
大
学
に
提
出
さ
れ
、
同
年

三
月
に
修
士
号
を
授
与
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文

「水
道
事
業
の
私
化
と

市
町
村
の
責
任
｜
｜
ド
イ
ツ
保
証
国
家
論
及
び
（
再
）
公
営
化
論
か
ら

の
示
唆
」
を
大
幅
に
変
更
、
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
論
文
を
審

査
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
佐
伯
彰
洋
先
生
、
横
田
光
平
先
生
、
尾
形
健
先

生
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（2
）

ド
イ
ツ
の
水
道
の
現
況
を
紹
介
す
る
代
表
的
な
文
献
と
し
て
、
字

野
二
朗

「地
方
公
営
企
業
の
展
望
1
1
1ド
イ
ツ
の
経
験
を
手
が
か
り

に
」
公
営
企
業
四
七
巻
三
号
（
二

O
一
五
年
）
四
頁
が
あ
る
。

（3
）

こ
れ
に
つ

い
て
は
、

例
え
ば
参
照
、
中
島
徹
「
個
人
の
自
律
、

市

場
の
自
律
性
、

政
府
の
存
在
理
由
」
公
法
研
究
七
O
号

（二
O
O
八
年
）

一
五
二
頁
。

化
の
法
律
問
題
｜
｜
行
政
契
約
の
現
代
的
展
開
」
立
命
館
法
学
三
一七

号
（
二
O
O
八
年
）

一
頁
（
三
頁
以
下
）、
厚
生
労
働
省
健
康
局
水
道
課

「
民
間
活
用
を
含
む
水
道
事
業
の
連
携
形
態
に
係
る
比
較
検
討
の
手
引

き
」
三
頁
以
下

（二
O
O
八
年
六
月
）、
厚
生
労
働
省
健
康
局

「新
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
瓦
頁
以
下
（
二
O
一
一二
年
三
月
）、
滝
沢
智
「
迫
り
く
る
水

道
事
業
の
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
」
公
営
企
業
四
七
巻
七
号

（二
O
一
五
年
）
五
頁
。

（9
）
私
法
上
の
業
務
委
託
は
、
水
道
法
二
四
条
の
三
に
定
め
が
あ
る
包

括
業
務
委
託
と
対
比
す
る
意
味
で
、
従
来
型
業
務
委
託
や
法
定
外
委
託

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
参
照
、
厚
生
労
働
省
健
康
局
水
道
課

「水
道
事

業
等
に
お
け
る
第
三
者
へ
の
業
務
委
託
の
対
象
業
務
の
考
え
方
に
つ
い

て
」
二

O
O
二
年

一
二
月

一
一
日
。
さ
ら
に
正
木

・
前
掲
注

（8
）

一
O
一良
。

（叩
）

水
道
は
自
治
法
上
の
公
の
施
設

（二
四
四
条
一
項
）
で
あ
る
た

め
、
水
道
に
つ
い
て
も
指
定
管
理
者
制
度
（
自
治
法
二
四
四
条
の
二
第

三
項
）

の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。
参
照
、
行
実
昭
和
三
九
年
九
月
九
日

自
治
企
八

一
号
、
最
二
小
判
平
成

一
八
年
七
月

一
四
日
民
集
六
O
巻
六

号
二
三
六
九
頁。

な
お
、
こ
の
指
定
管
理
者
制
度
は
、

「管
理
権
限
の
委
任
」
で
あ
る
。

参
照
、
松
本
英
昭

『新
版
逐
条
地
方
自
治
法

〔
第
八
次
改
訂
版
〕」（
学

陽
書
房
、

二
O
一
五
年
）
一
O
六
七
頁
。

（日
）
日
本
水
道
協
会

「水
道
事
業
に
お
け
る
民
間
的
経
営
手
法
の
導
入

に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」
（
二

O
O六
年
）
五
四
頁
に
よ
れ
ば、

水

道
事
業
者

（水
道
法
三
条
五
項
）
と
は
、
「
施
設
の
所
有
の
有
無
を
必
ず

し
も
問
わ
ず
、
施
設
利
用
の
権
限
を
有
し
、
水
道
に
よ
り
水
を
供
給
し
、

そ
の
対
価
と
し
て
水
道
料
金
を
収
受
す
る
者
」
で
あ
り
、
水
道
事
業
全

体
に
対
し
て
指
定
管
理
者
制
度
を
用
い
れ
ば
、

当
該
指
定
管
理
者
が
水

（第
mm巻

第
三
号）

九



研

究

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
問
委
託
の
統
制
（

一
）
九

道
事
業
者
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
ロ
）
さ
ら
に
指
定
管
理
者
が
水
道
利
用
料
金
の
収
受
を
す
る
場
合
に
も

委
譲
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
利
用
料
金
は、

原
則
的
に
指
定
管

理
者
が
定
め
る
（
自
治
法
二
四
四
条
の
二
第
九
項
）
。
他
方
で
、
水
道
法

上
、
水
道
料
金
の
よ
う
な
供
給
条
件
に
つ
い
て
は
、
水
道
事
業
者
が
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
水
道
法

一
四
条
一
項
）
o

そ
こ
か
ら
、
利
用
料

金
制
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
原
則
的
に
指
定
管
理
者
が
水
道
事
業
者

と
な
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、

厚
生
労
働
省
健
康
局
水
道
課
は
、
「
利
用
料
金
制
を
導
入
す
る

場
合
、
基
本
的
に
は
水
道
事
業
の
経
営
主
体
は
指
定
管
理
者
と
な
る
た

め
、
指
定
管
理
者
に
お
い
て
水
道
事
業
の
認
可
を
取
得
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
地
方
公
共
団
体
、
指
定
管
理
者
の
ど
ち

ら
が
水
道
事
業
者
等
に
該
当
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
が

担
う
業
務
の
範
囲
に
応
じ
て
、
個
々
の
具
体
的
事
例
に
基
づ
き
判
断
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
o
」
と
説
明
し
て
お
り

（厚
生
労
働
省
健
康
局
水
道

課
「
水
道
事
業
に
お
け
る
官
民
連
携
に
関
す
る
手
引
き
」
（二
O
一
四
年

三
月
）
第
E
編

一
七
頁
）
、
利
用
料
金
制
を
採
用
し
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
指
定
管
理
者
が
水
道
事
業
者
に
な
る
必
要
が
な
い
場
合
を
想
定
し

て
い
る
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。

（日
）
新
た
に
創
設
さ
れ
た
事
務
の
代
替
執
行
（
自
治
法
二
五
二
条
の

一L
ハの今

二

ゃ
、
事
務
の
委
託

（
肉
治
法
二
五
二
条
の
一
凶
）
は
、
公

と
公
の
連
携
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
の
検
討
対
象
と
は
し
な
い
。

（U
）
参
照
、
厚
生
労
働
省
健
康
局
水
道
課

「水
道
に
お
け
る
P
F
I事

業
の
導
入
検
討
の
た
め
の
手
引
き
」
（二
O
O
六
年
）
。

（
日
）
具
体
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
近
時
の
事
例
と
し
て
以
下
の
も

の
が
あ
る
。
愛
知
県
岡
崎
市
で
は
、

浄
水
場
の
更
新
に
あ
た
り
P
F
ー

を
用
い
て
い
る

（参
照
、
柴
田
英
字

「
P
F
ー
に
よ
る
浄
水
場
の
吏
新
」

か
ら
民
間
企
業
に
よ
る
水
道
運
営
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
過
剰
の
利
援
優
先

の
行
動
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
加
え
る
」
を
満
た
す
法
的
ス
キ
l
ム

（同

論
文

一
七
O
員
）
に
つ
い
て
、
委
託
可
能
な
範
囲
、
料
金
収
入
の
帰
属

先
、
施
設
に
関
す
る
責
任
、
誰
が
水
道
事
業
者
に
な
る
か
、
資
金
調
達

に
関
す
る
問
題
等
に
つ
き
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
。

（
初
）
正
木
・
前
掲
注
（
8
）
で
は
、

行
政
に
よ
る
私
的
主
体
の
統
制
に

関
し
て
は
、
私
法
上
の
業
務
委
託
に
関
す
る
行
政
契
約
の
具
体
例
に
は

言
及
す
る
も
の
の
、
行
政
契
約
の
内
容
に
つ
き
何
が
必
要
か
等
は
検
討

の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

高
橋
・
前
掲
注
（
印
）
で
は
、
行
政
と
民
間
企
業
に
お
い
て
契
約
が

締
結
さ
れ
る
こ
と
に
は
言
及
す
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
の
統
制
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な
い
。

権
奇
法

「公
益
事
業
規
制
の
あ
り
方
｜
｜
水
道
事
業
に
お
け
る
規
制

緩
和
・

民
間
化
の
動
向
か
ら
み
て
」
佐
藤
英
務
先
生
古
稀
記
念

『経
済

行
政
法
の
理
論
』
（
日
本
評
論
社
、
二

O
一
O
年）

二一五

一
頁
で
は
、
水

道
事
業
に
関
す
る
法
制
度
を
概
観
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
検

討
課
題
は
水
道
事
業
に
対
す
る
（
経
済
行
政
法
の
視
座
か
ら
の
）
公
益

事
業
規
制
の
在
り
方
で
あ
り
、
私
的
主
体
の
活
用
に
当
た
り
市
町
村
が

ど
の
よ
う
な
規
制
権
限
を
有
す
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
は
ほ
と
ん
ど
言

及
し
て
い
な
い
。

（
幻
）
日
本
の
歴
史
的
沿
革
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
が
あ
る
。
明
治

二二
一
年
水
道
条
例
に
関
し
て
、
高
寄
昇
一二
『
近
代
日
本
公
営
水
道
成
立

史
』
（
H
本
経
済
評
論
社
、
二

O
O三
年
）
九

一
頁
以
下
、
小
石
川
裕
介

「
明
治
二
三
年
水
道
条
例
の
成
立
（

こ

（二
）
（
三
・
完
）
｜
｜
i

近
代
日

本
に
お
け
る
水
道
事
業
の

『
公
営
原
則
』
と
『
衛
生
』
」
法
学
論
叢

一
六
五
巻
三
号
（
三

O
O
九
年
）

一
一
一
頁
、
一
六
五
巻
六
号

（二

O
O
九
年
）
一

一
八
員
、
一
六
六
巻
二
号
（
二
O
O九
年
）
八
O
頁

耳
ハ
Y
刷刷
r

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制

究

（第
mm巻

第
三
号
）

。

公
営
企
業
四
七
巻
六
号

（二
O
一
五
年
）
二
一五
頁
）。

北
九
州
市
で
は
、

事
務
の
代
替
執
行
制
度
の
活
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
参
照
、
姫
野
貴

司
「
地
方
自
治
法
「
事
務
の
代
替
執
行
』
制
度
を
活
用
し
た
水
道
事
業

に
お
け
る
公

U
公
の
包
括
的
な
業
務
委
託
」
公
営
企
業
四
七
巻
九
号

（一
一O
一
五
年
）
六
九
頁
）
。

（凶）

参
照
、
正
木

・
前
掲
注
（
8
）

一
六
頁
以
下
。

（
げ
）
協
定
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
行
政
契
約
と
解
す
る
説
と
、
行
政
行

為
又
は
行
政
行
為
の
附
款
と
解
す
る
説
に
分
か
れ
て
い
る
。
参
照、

宅

菱
総
合
研
究
所
地
域
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー

『
指
定
管
理
者
実
務
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
』（
学
陽
書
房
、
二

O
O六
年
）

一二
一O
頁
以
下
。

（
同
日
）
悶
議
決
定
「
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等

に
関
す
る
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
方
針
」
（
二
O
一
一一
一年
九
月
二
O

日）一一
一4
則
。

（
ω）
巨
木
・
前
掲
注
（
8
）。
ま
た

「民
間
化
」
に
よ
る
知
の
喪
失

（参

照
、
角
松
止
し史

「
行
政
事
務
事
業
の
民
営
化
」
高
木
光

・
宇
賀
克
也

（編
）『
行
政
法
の
争
占
…」
（有
斐
関
、
二
O
一
同
年
）

一
八
四
頁

（
一
八
六

真））

と
は
反
対
の
現
象
で
あ
る
、
「民
間
化
」
に
よ
る
知
の
獲
得
に
関

す
る
言
及
が
あ
り
、
興
味
深
い

（正
木
・
前
掲
注
（
8
）
一
－八
頁
以

下
）。高橋
玲
路
「
水
道
事
業
の
官
民
連
携
に
関
す
る
法
律
上
の
問
題
」
東

京
大
学
法
科
大
学
院
ロ

l
レ
ビ

ュ
ー
二
五
勺（
二
O
O八
年
）

一
六
七
頁

は
、
各
種
｛日
民
連
携
の
法
的
ス
キ
l
ム
、
特
に

「
①
民
間
企
業
が
白
ら

資
金
調
達
を
行
う
、
②
当
該
民
間
企
業
が
地
方
公
共
同
体
と
協
働
し
つ

つ
も
水
道
事
業
の
経
営

（料
金
設
定
や
投
資
決
定
を
合
む
0

）
に
お
い

て
主
体
的
な
決
定
権
限
と
責
任
を
持
つ
、

③
①
及、ひ
②
の
責
任
負
担
の

見
返
り

（動
機
付
け
）
と
し
て
、
水
道
事
業
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
を
民

間
企
業
が
享
受
す
る
、
④
他
方
で、

地
方
公
共
団
体
は
公
俗
的
な
観
点

第
守
。

（辺
）

ド
イ
ツ
の
全
水
道
事
業
者
数
は
、

二
O
一
O
年
現
在
六
、
O
Lハ五
で

あ
る
o
〈
同
一
同
町
ミ
柏
崎
『
H

崎町

E
S
切
尽
き
礼
均
的
自

3
N
F
C
B唱
。
一
寸
。
ロ
巾
ロ己一円｝回目

巧
曲
目
的

2
5
2
2間
口
口
問
＝
ロ
与
え
同

2
2
r
Z
K
5
3∞∞
2
3
2
c「
問
＝
口
問
－

NO
－ω・明
白
門
町
ω巾
ユ
巾
］
少
河
内
』
町
内

N－
H・
H－
ω
N印
・

ニ
O
一
二
年
一

一一月
三

一
日
現
在
B
E
D
E
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

た
水
道
事
業
数
（
一
、
五
五
八
）
の
う
ち
、
公
法
上
の
組
織
形
態

（直
営

企
業
、
地
t
H
公
営
企
業
、

H
的
組
合
、
水

－
L
L
地
組
合
、

公
の
営
造
物
）

は
、
六
五
%
で
あ
り
、
私
法
上
の
組
織
形
態
（
市
町
村
出
資
企
業
、
市

町
村
共
同
出
資
企
業
、
公
私
混
合
企
業
、
そ
の
他
の
私
法
上
の
企
業
）

は
三
五
%
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
公
私
混
合
企
業
（
市
町
村
と
私
人
の

両
者
が
出
資
す
る
企
業
）
は
、

一
四
%
で
あ
り
、
私
人
の
活
用
が
あ
る

程
度
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
統
計
上
分
か
る
。
た
だ
し
、
私
人
へ
の

「委

託
」
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
が
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
詳
細
は
掴
め
な
い
。

以
上
に
つ
き
、

ω
g
E一
N
O
H
M
h
o－山－当
L
N品
・4
司
回
目
印
巾

a
g底
的

t
F
N
C
E
ω

ωN．
 

（お）

参
照
、
原
田
大
樹

「福
祉
契
約
の
行
政
法
学
的
分
析
」
法
政
研
究

六
九
巻
四
号

（二
O
O三
年）

一
O
九
頁

（
一
三
七
頁
以

F
）。

（M
）
差
し
当
た
り
参
照
、
岸
本
太
樹

「行
政
契
約
の
法
潤
論

（五
・

完

ご

北
大
法
学
論
集
五
三
巻
一
一号
（
二
O

O
二
年

）
六
三
頁

二

一
六
頁
以
下
）
0

（
お
）
水
道
事
業
の
委
託
に
限
っ
て
も
以
下
の
よ
う
に
行
政
契
約
が
頻
繁

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
私
法
上
の
業
務
委
託
や
包
括
業
務
委
託

（水
道

法
二
四
条
の
一二
）
で
は
水
道
事
業
者
で
あ
る
市
町
村
と
私
的
主
体
が
行

政
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
（
自
治
法
二
四
四
条
の
二
第
二
一項
）
の
場
合
に

は
、
市
町
村
と
私
的
、
モ
体
は
協
定
を
締
結
す
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
際

。

（第
mm
巻

第
三
号
）



研

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
問
委
託
の
統
制

究

条
例
に
よ
っ
て
協
定
の
大
枠
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、

川
指
定
期
間
（
自
治
法
三
四
四
条
の
二
第
五
項
）
に
関
す
る
事
項
、
山

事
業
計
画
に
関
す
る
事
項
、
間
使
用
量

・
利
用
料
金
に
関
す
る
事
項
、

州
委
託
者
が
支
払
う
べ
き
管
理
の
費
用
に
関
す
る
事
項
、

出
管
理
の
業

務
を
行
う
に
当
た
っ
て
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
・
情
報
の
公
開
に

関
す
る
事
項
、

同
事
業
報
告
（
自
治
法
二
四
四
条
の
二
第
七
項
）
・
業
務

報
告
に
関
す
る
事
項、

川
指
定
の
取
消
し
及
び
管
理
の
業
務
の
停
止
に

関
す
る
事
項
、
制
苦
情
処
理
に
関
す
る
事
項
、
間
市
長
が
別
に
定
め
る

事
項
と
い
っ
た
事
項
で
あ
る
（
差
し
当
た
り
、
京
都
市
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
、

下
関
市
公
の
施
設
に
お

け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
、
高
槻
市
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
、
武
雄
市
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
、
鳥
取
県
公
の
施
設

に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
、
奈
良
市
公
の

施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
、
能
町伎

町
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
、

広
島
県
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条

例
、
松
山
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
に
関
す
る
条

例
、
丸
亀
市
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す

る
条
例
を
参
照
し
た
）
。

P
F
I
事
業
、
公
共
施
設
等
運
営
権
制
度
に
お
い
て
も
事
業
契
約

（P
F
I
法
五
条
二
項
五
号
）
な
い
し
公
共
施
設
等
運
営
権
実
施
契
約

（二
二
条
）
が
締
結
さ
れ
る
。
契
約
内
容
に
関
し
て
は、

政
府
が
定
め
た

「
基
本
方
針
」
（
P
F
I
法
四
条
）
の
中
で
大
枠
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

（お
）
私
人
へ
の
委
託
契
約
を
法
的
に
統
制
し
よ
う
と
し
た
ド
イ
ツ
行
政

手
続
法
改
正
論
議
を
仔
細
に
取
り
扱
う
重
要
な
文
献
と
し
て
、

参
照
、

岸
本
太
樹
「
公
的
任
務
の
共
同
遂
行
（
公
私
協
働
）
と
行
政
上
の
契
約

し
当
た
り

H
ュg巴包
巾「
Emz
と
い
う
用
語
に
対
し
、
近
時
よ
く
用
い
ら

れ
て
い
る

「私
化
」
と
い
う
訳
訟
を
当
て
る
。

（お
）
ポ
ツ
ダ
ム
市
や
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
水
道
事
業
は
、
再
公
営
化
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
差
し
当
た
り
参
照
、
人

見
附
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
町
村
生
活
恭
盤
配
慮
行
政
の

（再
）
公
常

化
」
清
水
誠
先
坐
追
悼
論
集

「日
本
社
会
と
市
民
法
学
』
（
日
本
評
論

社、

二
O
一
三
年
）
一
て
九
九
頁
（
四
O
四
頁
以
下
）、
岸
本
総
子
「
民
営

化
か
ら
再
公
営
化
へ
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
み
る
水
道
事
業
の
こ
れ
か
ら
」
自

治
研
六
四
七
号
（
二
O
一一一
一年
）
五
O
頁
。
さ
ら
に
、

二
O
一
八
年
に

は
ロ
ス
ト
ッ
ク
市
に
お
い
て
再
公
営
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

再
公
営
化
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
ミ
－
N
W
室
内
、
＼
内
回
世
札
円
言
問
、
＼
ト同町白・

」白崎町』日

（国「的問
・）・

閉山巾
r
c
B
B
Eロ色町一司『
E口問。同同巾ロ岳門
F
2
0白田市
F

目
印〈
O
「l

由。「間タ

NCHN
一h
h唱え芯

（出『担問・）・河巾－
S
B
B
Zロ
色
町
一
。
『
巴
口
問
〈
。
ロ
〈
巾
「
・

8
『間口口岡田町
E
Z口問
S
Y
N
c
－N
h－
N
H
E旬、－
F
E
N－回一巾『巴口問・』
N
N
C
F
ω

HCH寸
・
邦
語
文
献
と
し
て
、
参
照
、
人
見
・
同
論
文
、
ヤ
ン
・
ツ
ィ

1

コ
1
（人
見
剛
・
訳
）
「
再
公
営
化
地
方
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化

か
ら
の
転
換
？
｜
｜
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
状
況
に
つ
い
て
」
立
教
法

務
研
究
七
号

（二

O
一
四
年
）
四
三
頁
、
宇
野
二
朗
「
再
公
営
化
の
動

向
か
ら
み
る
地
方
公
営
企
業
の
展
望
」
都
市
と
ガ
バ
ナ
ン

ス
二
五
号

（二

O
一
六
年
）
一
六
頁
。

（
鈎
）
厚
生
労
働
省
健
康
局
『
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
』
（
二

O
二
二
年
）
三
五

頁
以
下
、
五
O
頁
。

（却）

〈同－

h
・
同
遺
書
問
3
S’N
勺コ雪』
H

句、司ユ

g
a回一巾円
ロ
ロ
向
島
常
巧
白
明明巾『
〈
巾マ

明白『阿
E
ロ
間
百
回
目
】
芯
『
ロ
ロ
ロ
ι
r
o
B
B
Eロ田町〉己門岡山
W
V
巾ロ〈巾『白ロ丹宅
O
『宮口問
w

切印可〈∞－

NCO一〉
∞－

H
（ω
N
R）
一’H
句、‘
pwSF
司
『守主－
2
巾門戸
E
m
zロ
ι
同州
市

開口出巾『ロロ向島巾『んは問。
E
r
F
2
4『白申出巾『〈巾「
∞C
『問己口問・

NOHO－∞’品
N
R－一
建

問
白
旨
戸
明
広
巧
曲
目
凹

R
E－F
白
・
司
各
国
口
問
＼宮
・河口同町巾ユ（出「国間・
）
・
阿
佐
官
E
中

研

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制

究

（第
mm
巻

第
三
号
）

（
こ

1
（四

・
完
）
」
自
治
研
究
八

一
巻
三
号
（
二
O
O
四
年
）
九
一

頁
、
同
八

一
巻
六
号
（
二
O
O五
年
）
一

一一一一
一頁
、
同
八

一
巻

一
二
号

（二
O
O五
年
）

一一

一
頁
、
同
八
二
巻
凶
号
（
二

O
O六
年）

一二
六

頁
。

（幻
）
国
家
が
あ
る
任
務
を
私
へ
委
託
す
る
場
合
、
国
常
企
業
を
私
法
形

式
に
転
換
し
つ
つ
当
該
企
業
を
国
家
自
身
が
運
営
す
る
場
合
、
国
家
が

あ
る
任
務
を
私
的
主
体
へ
完
全
に
委
譲
す
る
場
合
、
国
有

・
公
有
財
産

を
売
却
す
る
場
合
等
を
包
摂
す
る
概
念
と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は

h
ユ〈白平

田－

q
z＝
汽
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
用
語
の
邦
訳
は
、

民
営
化
、
民
間
化
、
私
化
と
論
者
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い
る
。
参
照、

角
松
生
史

「
「民
間
化
』
の
法
律
学
｜
｜
西
ド
イ
ツ
ま
〈
白
E
25
伺
論

を
素
材
に
し
て
」

国
家
学
会
雑
誌

一
O
ニ
巻

一
一
・
一
一一

号

（
一
九
八
九
年
）
七

一
九
頁
、
米
丸
恒
治

「私
人
に
よ
る
行
政
』（
日
本

評
論
社
、

一
九
九
九
年
）
二
八
九
頁
注

（5
）
、
松
塚
晋
輔

『民
営
化
の

責
任
論
」
（
成
文
堂
、

二
O
O三
年）

一
頁、

ヤ
ン
・
ツ
ィ
l
コ
1
（磯

村
篤
範
訳）

「ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
私
協
働
（
E
F－－
門
司
「
吉
田
ぢ
司
R
Eq
－

田町一司）

の
構
造
と
戦
略
」
附
村
周
一

H
人
見
剛
（
編
著
）

『世
界
の
公
私

協
働
｜
｜
制
度
と
理
論
』
（日
本
評
論
社、

二
O
一
二
年
）
一

O
七
頁

（
一一

悶
頁
）、
板
垣
勝
彦

『保
障
行
政
の
法
理
論
』
（弘
文
堂
、

二
O
一
三
年
）

一
O
二
頁
以
下
。
更
に
参
照
、
原
田
大
樹

『公
共
制
度

設
計
の
基
礎
理
論』

（弘
文
堂
、
二
O
一
四
年
）
一

一
四
頁
以
下
。

ヨ司ユ

g門戸田一巾『巴口問
z

に
は
、

国
家
が
担
っ
て
い
た
任
務
を
私
的
主
体
へ

移
動
さ
せ
る
こ
と
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
民
営
化

（
参
照
、
原
田
・

前
掲
害
の
定
義
）
・
民
間
化

（
参
照
、
角
松

・
前
掲
論
文
の
定
義
）
の
他

に
、
財
産
を
私
的
主
体
に
売
却
す
る
こ
と

2
2
Eむ問
g
∞
E
g吾
一
中

「
E
問
）
や
組
織
形
式
を
私
法
形
式
に
転
換
す
る
こ
と

（。
『
岡
田
口
町
色
。ロ中

E
g巴巳巾『ロロ間
）
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
差

「＝＝閥的『巾円
YFNCHOw
∞寸
ωω
（ω
・一－叶印町田一・
）

（
泊
）
川
の
議
論
は
、
日
本
の
水
道
に
関
連
す
る
各
種
法
制
度
に
よ
る
私

的
主
体
の
活
用
や
水
道
事
業
の
民
営
化
が
憲
法
違
反
か
と
い
う
議
論
の

参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
水
道
の

「私
化
」
と
憲
法
二
五
条
二
項
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
中
島

・
前
掲
注
（
3
）。
ド
イ
ツ
に
お
け
る

「私
化
」
の
限
界
論
（
「
私
化
」
と
悲
本
法
や
各
種
法
律
と
の
関
係
）
を

検
討
す
る
も
の
と
し
て
参
照
、
角
松

・
前
掲
注

（幻
）
七
四
三
頁
以

下
、
大
脇
成
昭

「民
営
化
法
理
の
類
型
論
的
考
察
｜
｜
ド
イ
ツ
法
を
中

心
と
し
て
」
法
政
研
究
六
六
巻

一
号

（一

九
九
九
年
）
三
八
五
頁

（三
O
二
頁
以
下）
。

山
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
の
水
道
事
業
で
よ
く
使
わ
れ
る
企
業
経
営
モ

デ
ル
、

経
常
者
モ
デ
ル
、
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
モ
デ
ル
、
協
働
モ
デ
ル
等

に
つ
き
、
差
し
当
た
り
参
照
、
大
脇
・
同
論
文
二
九
四
頁
以
下
、

一一
一
一
四
頁
以
下
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

・
シ
ヨ
ツ
ホ

（中
原
茂
樹
訳
）
「国
家

任
務
の
民
営
化
に
お
け
る
法
ド
グ
マ

l
テ
ィ
ク
」
松
本
博
之

・
野
田
日
日

五口・

守
矢
健

一
一編

「
法
発
展
に
お
け
る
法
ド
グ
マ

l
テ
ィ
ク
の
意
義

｜
｜
日
独
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
（信
山
社
、
二

O
一
一
年
）

一
二
O
頁
以

下、

板
垣

・
前
掲
注
（
幻
）

一
O
八
頁
以
下
、

H
旬
、
明
言
H

時噌
白
血
・
。

（〉ロ
5
・ω。
）・
ω・
5
∞
ロ
・

（沼
）

第
二
章
の
最
初
に
検
討
す
る
ド
イ
ツ
の
水
管
理
法

（巧
説
明
巾
『
E
5
l

z－Z
胃
R
R）
の
概
要
に
つ
き
、

数
少
な
い
紹
介
と
し
て
、
参
照
、
渡

辺
富
久
子

「
ド
イ
ツ

の
水
管
理
法
L

外
国

の
立
法
二
五
四
号

（二
O
一
二
年
）

一
二
六
頁
。

（
お
）
電
気
、
遠
距
離
通
信
な
ど
の
領
域
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
川

多
数
の
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
飲
料
用
水
を
作
り
、
そ
れ
を

一
つ
の
供
給
網

に
送
り
込
む
、
叩
需
用
者
は
、
供
給
網
を
通
じ
て
、
自
身
が
選
択
す
る

企
業
か
ら
水
を
受
け
取
る
。
こ
の
よ
う
に
飲
料
用
氷
を
作
る
部
分
で
競

（第
mm巻

第
三
号
）

一
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ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制

争
を
行
わ
せ
る
モ
デ
ル
。

〈
問
－－ぬ
ミ
望
（
国
「
回
開
・
）
－

CEss－
n
E
R
B

戸口己何
回
Y
E
S－
ua一口
m
E口問
2
5z
q
冨
白
『
宮
民
営
ロ
ロ
間
宮
「
2ロ
巾
ロ白門町宮曲一
－

巳向。

4
5
Z
2
53
2宮
口
四
・岡
山口
仏
軍
ユ
門
吉
弘
巾
凹
∞
忌
詞
巳
りC
門田門
町口口問
2
21

Eσ
巾
ロ∞

5
2』Z
E
g
o－－
ω
－E
R－ω

コ

（鎚）

サ
ー
ビ
ス
供
給
が
（
自
然）

独
占
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
上
で
、
い
わ
ば
、

市
場
独
占
を
め
ぐ
る
競
争
で
あ
る
o

〈包－

NWミ
ヨ

（
国
弓
ぬ
）
L
・白

0
・
（〉回目・

ωω
）
渇
銭
円
い
吋片岡一
H

ミ
8
3
h戸
内向
＝

rー

「巴口問団〈
巾
「
出
口
同
唱
。
ユ
ロ
口
問
＝
ロ
品
開
「
E

＝zD四
∞〈巾
g
口同君。『宮口問
・〈
市
『耳〉『門町

甲印（
N
C
CAP）ゆ
ω

戸印】（∞・
］｛印∞円）
・

（
お
）
ミ
憲
兵

5

3
－E
2
5
1
2
5∞
5
5
3
2宮
D
m・
8
2
h・

N
O∞
一
司
』
円
b
p
F
曲
白
・
。
（
〉
ロヨ

ω。）
w

∞
足
。
同

（お）

ミ
勾
尻
、
旬、
H

－
句
切
巾同「－
R
E
玄－

F
F
E口問
＼富
男
E
5
2
（国『国間
・）
咽

間耐巾
岡戸同町
巾
E
ロ閥
的『巾n
z
w
N
C
H
O
w
m山・
ω
ω
N
R
一
史
民
自
h
H
F

白・目・。

（〉
旨
戸
ω
。
）
唱

∞・叶
ωω
同町・

な
お
、
水
道
事
業
に
関
す
る
法
律
が
基
本
法
七
四
条
一
項
三
二
号
に

よ
り
競
合
的
攻
法
で
あ
る
こ
と
、
更
に
水
道
事
業
に
関
す
る
規
律
は
第

一
次
的
に
市
町
村
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、
水
道
事

業
の
規
整
法
は
、
近
時
議
論
さ
れ
て
い
る
規
整
行
政
に
関
す
る
法
典
編

纂
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
〈
間
一
司
』
門
店
E
F
白
白
・
。
・
（
〉
ロ
ヨ

ω
O
）唱河口・】
N
0
・

（
訂
）
原
田
・
前
掲
注
（
幻
）
三
九
頁
。

（
お
）
ミ
－

E
h
E
L－
ち
・
（
〉
回
目
・

8
）忌
こ
ま
こ
い
・

（鈎
）
ミ

E泳
三

2
・0

（
旨
B
・8
）
E
d
N
N
R

（第
mm巻

第
三
号
）

四

（
ω）
司史民主戸出血・｛）’

（旨

5
・ω
C
）
w
p戸田N
印
で
は
、
水
道
事
業
を
規
整
法

の
中
で
扱
う
た
め
に
、「
広
義
の
規
整
概
念
」
を
用
い
て
お
り
、
か
な
り

無
理
を
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
参
照
、
同
’
内
・

同－
E
・
ωo－－島出
回目山巾
n
y円安川
「河島山町
C
E
AV
『ロロ岡
田〈
巾「耳白
－
z＝四
ロ
σ巾「同「
巾民巾ロ
ι

同巾『品開巾｝門主
叩『門－

g
y］
N
N
S
少
∞ω
】
（∞ω
ω
）・）0

実
際
、

ミ

b
r
E
h＼〉内

同
店
、
ザ
ミ

（出「
回開
）
－
F
官－

5
5閥
均
巾門
戸
N
2
0
の
著
者
の

一
人
で
あ

る、

出血ロ
∞
（川町ユ∞広告
H
N
U
E
教
授
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
当
該
書
籍
の
第

二
版
で
は
ヨ
巧
皇
σ
9
2「
t
E
E
玄

R
EEが
問
題
と
な
る
水
道
事
業
を
取

り
扱
わ
な
い
方
向
で
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
質
問
の
場
を
用

意
し
て
く
だ
さ
っ
た
高
田
篤
先
生
と
原
田
大
樹
先
生
に
こ
の
場
を
併
り

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
c

（H
U
）

板
垣
・
前
掲
注
（
幻
）
五

O
百円注

（山）
。

（位）

ミ
・勾
足
泳
三
m
F
白・
0
・
（〉
口
ヨ
ω
5
・
F
戸・
8
R

（日制）

表
中
の
ド
イ
ツ
の
川
に
つ
き
、
訪
。

2
2・W
O開
の
州
コ
l
ド
の

己
申
を
除
い
た
部
分
を
略
称
と
し
て
用
い
て
い
る
。

（
叫
）
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
公
の
水
道
事
業
を
委
譲
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も、

市
町
村
に
供
給
義
務
・
確
保
義
務
が
当
然
に
存
在

・
存
続
す
る
と

い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
義
務
は
、
州
憲
法
、
基
本

法
に
関
す
る
解
釈
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え

ば、

N
W
州
水
法
に
関
す
る
州
政
府
立
法
草
案
は
、
明
確
に
憲
法
上
基

礎
付
け
ら
れ
て
い
る
市
町
村
の
任
務
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
参
考
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
〈間］
・何回）戸、『

oa－－
ω
＼品
N
N
ド
ω
・
2
（ω
・申∞
）
・
（つ
づ
く）
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